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（
右
墓
地
寓
奨
、
池
田
市
佐
瀬
良
幸
氏
提
供
）

家
で
あ
る
。

イ
イ
オ
カ

篠
田
氏
又
、
飯
岡
姓
を
以
て
も
稲
せ
ら
れ
、

尤
緑
頃
（
元
年
は
一
六
八
八
）
か
ら
天
保
度
ま
で
約
二
百
年
間
、

寺
町
、
浮
土
宗
龍
淵
寺
域
内
の
篠
田
家
墓
、
併

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
ツ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

胃
頭
先
づ
右
の

リ
あ
る
廣
島
縣
竹

命
題
に
直
結
し
、
大
阪
市
天
王
寺
欝
八
丁
目
中

原
市
産
の
頼
家
一

門
の
書
跡
の
寓
貰
を
の
せ
る
。

牙

倉

大
阪
に
住
ん
だ
儒
瞥
の

頼
山
陽
外
祖
父
篠
田
氏
飯
岡
姓
名
孝
欽
隙
義

齋又
激
寧
字
徳
安
寛
政
元
年
一
月
八
日
卒
年
七

十
三

（
義
齋
墓
の
右
側
背）

敬

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
題
夫
人
の
｛
貫
家
篠
田
家
の
墓

せ
て
こ
の
家
に
、

一六

追
刻
二
行

尚

ュ
カ



文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子

義
齋
飯
岡
先
生

慈
室
磯
野
氏

（
漁
浪
ノ
妻
）

存
齋
飯
岡
先
生

溢
浪

Il

梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓
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春
日
高
角
尼
ノ
賢
前

二
侍
リ
ニ
首
ノ
和
歌
ヲ
詠

ム

頼

惟

清（競
享
翁
、
天
明
三
没
、
七
十
七
椒
）

花

今
日
に
あ
ひ
て
咲
く
や
高
角
」

山
櫻
、
深
き
色

香
を
一
神
ぞ
め
づ
ら
む

祝

仰
ぐ
ぞ
よ
千
年
の
後
も
一
榮
え
行
く
、
こ

の
神

垣
の
」
松
の

こ
と
の
葉

惟
清
の
妻
は
竹
原
人
、
道
工
氏
仲
子
、
男

は
惟
完
（
春
水
）
、
惟
柔
（
杏
坪
）
、
惟

清
は
業
間
上
京
し
て
平
安
和
歌
四
天
王
の

筆
頭
名
歌
人
小
燦
芦
庵
（
名
玄
沖
）
に
學

ぶ
。
仲
子
の
墓
文
は
大
阪
の
中
井
竹
山
撰
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羨
虞
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梅
ガ
風

二
薫

ル

植

を
き
し
老
木
の
梅
の
根
を
深
み
、
匂
ひ
あ
ま
ね
き
花
の
下
風
、
襄
（
道
工
氏
蔽
）

ふ
幼
；
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~
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文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
ツ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

春
日
花
ヲ
詠
＇
「
ノ
倭
歌

キ
ョ
ウ
ヘ
イ

橘
（
姓
）
惟
柔
（
杏
坪
）

咲
く
を
待
ち
散
る
を
お
」

し
み
て
嵐
よ
り
、
花
」
に
さ
わ

ぐ
は
我
こ
4

」
ろ
か
な

春
水
の
末
弟
、
山
陽
の
叔
父

一
八



文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
ツ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

一九

ビ

ト

ウ

ジ

シ

ウ

喜

の

次

女

、
直
子
（
静
子
妹
）
、
尾
藤
二
洲
妻
、
文
名
梅
月

〗\
、

広
蒻
召
〗
い
芸
：？

迄
i
[
□／
戸
！

5日
」

；

り

つ

も

れ

る

雪
の
枝
に
鳴
く
ら
む

梅
月
（
大
阪
府
岸
和
田
佐
々
木
氏
「心
の
故
里
」
）

a令

山
陽
の
和
歌
は
一
見
珍
に
廊
す
る
様
で
あ
る
が
、
彼
は
、
牡
年
、
母
梅
飽
夫
人
に
つ
れ
ら
れ
小
澤
芦
庵
を
訪
う
て
お
り
、
芦
庵
死
後
、

文
政
七
年
五
月
十
八
日
、
東
山
鹿
ガ
谷
螢
鑑
尼
寺
門
跡
家
士
で
芦
門
瀧
原
豊
常
（
琥
宋
閑
）
邸
に
て
、
同
じ
く
芦
門
の
、
羽
倉
信
美
、
蘭

脅
小
石
元
瑞
夫
妻
等
十
二
三
名
の
歌
筵
に
列
し
、
同
年
七
月
十
九
日
に
は
山
陽
の
外
幽
芯
常
夫
妻
、
父
子
、
香
川
景
樹
ら
を
交
え
た
歌
會
に

も
参
加
出
詠
し
て
お
る
。

頼
静
子
（
梅
ツ
）
春
水
ノ
妻
、
篠
田
氏
女
、
山
陽
の
母
芦
庵
門
人
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大
阪
府
岸
和
田
佐
佐
木
氏
職
（
同
氏
著
〔
心
の
故
里
〕
よ
り
）

美
濃
の
細
香
（
啓
、
江
馬
蘭
齋
の
女
、
山
陽
と
婚
約
あ
っ
た
が
父
の
言
に
よ
り
成
ら
ず
書
畳
に
入
り
嫁
が
ず
文
久
元
、
七
十
五
歳
に

て
終
る
）
伊
豫
の
何
が
し
と
共
に
砂
川
（
京
勤
の
幕
臣
か
）
に
往
あ
そ
び
て
、
打
ち
よ
れ
ば
同
じ
心
の
友
千
鳥
、
千
里
の
浪
を
立
ち

ヘ
だ
て
4

も

梅

廻
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竹原人道工彦文（遥工氏蔵）

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

此
の
人
の
短
佃
は
全
く
珍
ら
し
く
、
女
人
と
は
思
え
ぬ
稽
古
し
た
儒
者
ら
し
い
よ
い
字
で
あ
る
。
雪
が
美
し
く
降
り
積
っ
た
為
、
鶯
は

梅
の
花
が
咲
い
た
か
と
思

っ
て、

ホ
ー
ホ
ケ
キ

ョ
と
鳴
い
た
わ
い
と
の
技
巧
豊
か
な
上
手
な
歌
で
あ
る
。

春
ノ
雪
ガ
風
二
散
ル

花
な
ら
で
中
々
強
し
」

さ
ら
ぬ
だ
に
、
積
り
も

あ
へ
ぬ
」

雪
の
春
風

（
有
賀
長
伯
高
弟
）

終
戦
後
、
阪
呻
各
地
に
瑕
寓
の
間
、
幸
い
阪
大
懐
咆
堂
記
念
曾
、
京
阪
二
地

の
大
學
圏
書
胆
、
奈
良
天
理
園
書
館
そ
の
他
有
志
語
家
の
螢
同
、
恩
借
を
得
、

朝
日
新
聞
の
後
援
の
も
と
に
昭
和
三
十
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で

一
週
間
、
大
阪
市
の
玄
駒
口
、
郷
前
、
阪
急
百
貨
店
六
階
催
し
物
陳
列
場
の
提

供
を
受
け
「
大
阪
學
問
所
、
懐
徳
堂
回
顧
展
観
會
」
を
催
行
し
た
虞
、
初
日
に

故
逸
翁
、
小
林
一
三
翁
の
光
来
を
煩
わ
し
、
豫
期
し
な
い
庇
援
に
あ
ず
か
り、

相
嘗
の
成
蹟
を
お
さ
め
面
目
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
催
し
は
約
半
期
前
に
、

た
が
、
約
三
ヶ
月
後
に
、
同
好
者
は
病
に
燈
れ
、
私
は
折
角
の
豫
約
の
手
前
、

中
止
も
な
ら
ず
、

殆
ん
ど
徒
手
空
拳
、

る
々
凡
！
忍

iL?＇・ 
え
て
し
た
始
末
で
あ

っ
た
。
唯
開
催
中
、
雷
時
、
京
都
華
頂
學
圏
敦
授
、
山
本
四
郎
さ
ん
が
二
＿
―
-
日
寸
暇
を
男
い
て
臨
場
し
て
下
さ
っ
た

二
三
遠
方
の
借
り
出
し
に
も
足
努
を
敢

某
同
好
者
と
協
同
し
、
阪
急
側
の
豫
約
承
諾
を
得
、
徐
々
準
備
し
た
の
で
あ
っ

二
0



古
い
過
去
帳
を
佃
え
て
お
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
に
拙
文
を
見
て
、
注
意
を
寄
せ
ら
れ
た
特
志
者
も
あ
り
、
又
自
ら
も
氣
づ
い
た
事
も
あ
り
、

こ
こ
に
前
稿
を
補
正
し
て
、
同
じ
く
阪
地
の
學
問
雑
誌
に
他
え
る
、
ム
ロ
ン
大
半
は
帥
稿
の
再
記
で
あ
り
、
要
す
る
に
一
部
の
補
正
に
止

ま
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
篠
田
氏
過
去
帳
中
、
義
齋
以
前
の
法
名
に
「
天
満
シ
ノ
田
一
の
住
所
の
注
記
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
義
齋
の
女
、

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

に
至
っ
て
概
に
約
二
十
年
、
そ
の
間
、

十
巻
に
牧
ま
り
仰
は
っ
た
の
と
、

J

の
寺
郎
ち
龍
淵
寺
が
戦
火
を
召
わ
、

そ
の
後
、

今

J

の
拙
文
を
ま
と
め
得
た
の
は
、

地
を
中
心
に

た
と
言
う
も
過
言
で
な
か
ろ
う
。

こ
の
展
観
に
先
だ
ち
、
偶
然
、
廣
島
、
竹
原
の
藉
家
の
道
工
氏
後
裔
で
大
阪
住
の
法
曹
人
だ
が
、
出
生
が
ら
閥
係
先
賢
の
事
蹟
に
も
闘

心
深
い
隆
三
さ
ん
の
知
を
得
て
、
同
氏
の
先
代
、
助
右
衛
門
景
房
の
女
、
仲
女
が
頼
惟
消
に
嫁
し
、
こ
の
女
性
没
後
に
は
、
懐
庫
堂
師
儒
、

中
井
竹
山
が
墓
に
銘
文
を
系
け
て
お
る
の
を
知
っ
て
、
そ
れ
ら
を
も
展
観
に
加
え
た
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
世
下
る
が
、
本
命
題
の
大
阪
儒
習
、
篠
田
義
齋
の
弟
で
嗣
子
の
愴
浪
の
女
、
禎
（
訓
ハ
ル
か
）
女
は
、
竹
山
の
季
子
、
曾
縮
跳
、

碩
果
ま
た
石
嵩
に
嫁
し
て
お
る
。
こ
の
結
緑
は
恐
ら
く
前
掲
腐
真
の
、
義
齋
の
女
子
、
静
子
、

姉
は
竹
原
の
頼
惟
浦
に
、
妹
は
尾
藤
二
洲
に
嫁
し
た
後
緑
を
受
け
た
の
で
あ
る
こ
と
は
想
隙
さ
れ
る
。

こ
の
姉
静
子
は
頼
惟
消
の
男
、
惟
完
（
春
水
）
に
媛
い
で
文
豪
、
山
陽
（
本
名
、
襄
）
を
生
み
、
後
世
、
賢
妻
良
母
の
典
型
的
女
性
、

梅
毘
夫
人
と
し
て
芳
名
を
賤
し
た
が
、
こ
の
賢
夫
人
が
八
十
四
歳
の
長
壽
を
生
き
ぬ
い
た
事
を
特
に
強
調
特
筆
す
る
。
即
ち
こ
の
賢
母
は

男
子
、
山
陽
が
一
年
、
五
十
三
歳
、
老
に
至
ら
ず
没
し
た
後
、
二
年
の
後
迄
、
永
え
同
十
四
年
、
八
十
四
歳
で
終
り
、
そ
の
間
、

イ
ノ
オ
カ

日
記
を
も
残
し
他
え
て
お
る
。
大
阪
の
儒
瞥
家
飯
岡
姓
、
篠
田
氏
の
名
は
、
殆
ん
ど
こ
の
健
臆
長
壽
の
婦
人
静
子
に
よ
っ
て
後
世
に
偲
え

私
は
去
る
昭
和
三
十
二
年
、
闊
西
瞥
史
學
會
闘
西
支
部
、
鰈
螢
の
雑
誌
習
諏
に
、
大
阪
の
儒
習
、
篠
田
家
の
題
で
、
こ
の
篠
田
家
の

文
を
寄
稿
し
た
。

の
は
有
難
か
っ
た
。

後
に
も
述
べ
る
が
、

義
齋
の
墓
文
が

（
賓
は
墓
は
建
た
な
か
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
）
浪
華
双
書
第

の
姉
妹
が
、
竹
山
の
世
話
媒
酌
に
て
、



過
去
帳
の
戒
名
と
に
依
っ
て
、
先
づ
篠
田
家
系
を
考
骰
す
る
。

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

イ

ク

チ

静
子
の
頼
家
入
嫁
の
頃
に
は
、
立
賣
堀
堀
裏
町
に
轄
じ
て
お
る
。

山
陽
が
生
れ
た
の
は
、
安
永
九
年
十
二
月
九
日
、
肥
後
橋
の
南
の
江
戸
堀
北
査
丁
目
、
今
の
金
光
敦
玉
水
敦
會
の
向
い
、
同
敦
祉
會
事

業
圏
の
構
内
で
、
現
在
「
此
附
近
頼
山
陽
生
誕
地
」
の
石
標
が
建
っ
て
お
る
。
こ
こ
が
常
時
の
春
水
の
寓
居
で
、
常
年
、
父
春
水
は
舟
五

歳
、
母
静
子
は
廿
一
歳
で
あ
っ
た
。
義
齋
は
此
時
産
衣
に
添
え
て
、
外
孫
山
陽
の
誕
生
を
祝
っ
て

の
歌
を
贈
っ
た
。
寡
聞
管
見
、
未
だ
私
は
義
盛
の
書
蹟
、
作
文
等
に
獨
目
し
な
い
、
先
年
、
竹
原
及
び
東
京
頼
家
に
も
問
う
た
が
側
え
な

い
と
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
首
和
歌
は
蓋
し
珍
什
で
あ
る
。

こ
の
翌
年
、
春
水
は
羨
野
氏
に
召
さ
れ
、
任
に
廣
島
に
赴
い
た
の
で
、
一

の
明
く
る
年
、
廣
島
の
父
春
水
の
許
に
移
っ
た
。
父
は
其
の
後
、
藩
主
が
江
戸
に
下
れ
ば
従
い
、
そ
の
間
留
守
で
、
山
陽
は
母
の
手

で
育
て
ら
れ
た
場
合
が
多
く
、
又
一
旦
は
大
阪
を
引
上
げ
た
が
、
幼
時
、
塵
々
末
阪
し
て
居
り
、
そ
の
都
度
、
篠
田
家
に
滞
留
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
篠
崎
小
竹
は
、
こ
の
少
年
時
の
謂
わ
ば
竹
馬
の
友
で
あ
る
。
外
祖
父
義
齋
が
死
ん
だ
寛
政
元
年
に
は
山
陽
十
歳
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
風
で
、
山
陽
は
大
阪
に
生
れ
た
だ
け
で
な
く
、
随
分
大
阪
に
は
緑
が
深
く
、
殊
に
多
く
母
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
山
陽

が
大
阪
の
菊
家
篠
田
家
に
陣
わ
る
庭
訓
を
、
多
分
に
享
受
し
た
事
は
想
隙
し
得
る
。

篠
田
家
系
は
未
だ
こ
れ
を
被
見
し
得
な
い
。
そ
れ
は
後
述
の
通
り
、
既
に
後
裔
死
紹
し
、
そ
の
家
記
所
偲
の
行
方
が
知
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
幸
い
に
義
齋
の
女
婿
春
水
が
撰
し
た
義
齋
の
碑
文
が
あ
り
、
こ
れ
に
依
っ
て
梗
概
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
碑
文
は
長
い
も
の
で
、

菩
提
寺
墓
域
の
現
朕
等
よ
り
見
て
、
若
し
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
相
常
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
失
わ
れ
た
ら
し
い
形
迩

も
な
く
、
恐
ら
く
建
碑
せ
ら
れ
ず
了
っ
た
も
の
の
様
に
思
わ
れ
る
。
文
は
浪
華
叢
書
第
十
巻
、
大
阪
訪
碑
録
中
に
「
飯
岡
義
齋
先
生
墓
碑

銘
」
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
が
後
世
に
他
え
ら
れ
た
の
は
、
篠
田
先
慮
に
と
っ
て
大
き
な
揺
音
で
あ
る
。
今
、
こ
の
文
と
前
記
、

久
方
の
あ
め
の
悪
み
に
な
ら
へ
よ
と
色
に
祝
ひ
て
贈
る
う
ぶ
着
は

の
山
陽
は
母
に
連
れ
ら
れ
、

つ

一
旦
、
竹
原
に
鐸
郷
し
、
そ



齋
と
も
言
う
て
お
る
。
現
に
墓
表
に
は
ソ
ウ

っ
て
は
醤
を
殷
し
て
、

周
徳
の
子
は
忠
益
で
、
こ
れ
も
墓
石
は
無
い
が
、
過
去
帳
に
次
の
通
り
出
て
お
る
。

享
保
九
、

五
、
廿
。
清
臀
浄
碩
信
士

篠
田
忠
益

忠
益
の
子
郎
ち
、
義
齋
の
父
は
忠
嘉
、
こ
れ
も
墓
石
無
く
、
且
つ
こ
の
人
は
過
去
帳
に
も
そ
れ
と
思
わ
れ
る
の
は
出
て
お
ら
ぬ
が
、
過

去
帳
に
あ
る
係
累
郎
ち
妻
、
子
、
女
の
次
の
記
載
年
次
か
ら
見
て
閑
態
と
稲
し
た
ら
し
い
。
郎
ち

享
保
十
四
、
一
、
廿
七
。
理
屋
智
圏
信
女
篠
田
閑
砲
妻

正
徳
四
、
十
、
廿
七
c

静
洞
院
壽
誉
久
法
居
士

は
忠
嘉
の
妻
及
び
妻
の
父
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る

C

若
し
私
の

忠
嘉
の
子
、
義
齋
に
就
い
て
は
、
勿
論
、
碑
が
義
齋
そ
の
人
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
随
分
に
詳
し
く
書
か
れ
て
あ
る
。
即
ち
義
齋
に
至

の
み
で
門
人
に
授
け
、
そ
し
て
本
来
の
姓
は
源
氏
で
あ
る
が
、
元
の
飯
岡
氏
を
姓
の
如
く
し
て
用
い
、
飯
岡
義

れ
て
お
る
。
名
は
孝
欽
、
字
は
徳
安
（
又
、
徳
庵
）
競
は
義
齋
の
外
潅
寧
と
も
言
う
た
。

義
甑
の
母
は
南
氏
と
あ
る
。
而
し
て
義
齋
、
十
餘
歳
で
雨
親
に
別
れ
た
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
義
齋
の
歿
年
寛
政
元
年
か
ら
逆
算
す
る
と

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

J

の
女
性
が
義
齋
の
母
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

閑
徳
妻
父

の
二
人
の
何
れ
か
が
、
周
徳
そ
の
人
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

同
十

、
七
、

一
。
経
春
壽
閑
居
士
。
シ
ノ
田
庄
兵
衛
父

元
緑
八
、

一
、
十

゜

篠
田
市
右
衛
門
事

現
存
せ
ず
過
去
帳
に
も
周
額
の
名
は
見
な
い
が
恐
ら
く

篠
田
氏
は
近
江
源
氏
の
族
、
佐
佐
木
六
角
大
膳
大
夫
高
頼
の
孫
と
佃
う
る
（
側
う
る
と
言
う
の
は
佐
佐
木
系
譜
に
は
偽
側
偽
作
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
）
中
納
言
義
賞
に
出
で
、
義
質
の
子
の
義
政
初
め
て
飯
岡
（
い
の
お
か
）
氏
を
稲
え
、
義
政
の
曾
孫
、
周
徳
、
初
め
て
大
阪

に
来
っ
て
儒
習
を
業
と
し
た
。
こ
の
周
徳
が
義
齋
の
曾
祖
父
で
あ
る
。
周
徳
の
享
生
年
代
は
恐
ら
く
元
緑
前
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
墓
石
は

の
通
り
で
あ
ら
ば
、
こ
の
妻
の
父
は
南
氏
某
で
、
妻
は
そ
の
娘
で
、



に
篤
疾
に
罹
っ
た
が
、

齋
に
就
い
て
磨
び
、
貞
齋
は
義
齋
の

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

生
年
は
享
保
二
年
に
常
る
。
だ
か
ら
十
除
歳
は
享
保
末
年
頃
迄
と
な
る
。
叙
上
、
閑
徳
妻
の
享
保
十
四
年
は
正
に
こ
の
條
件
に
あ
て
は
ま

る
。
だ
か
ら
私
は
閑
徳
を
忠
嘉
と
同
人
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
頃
に
忠
嘉
の
歿
年
が
過
去
帳
に
見
え
な
い
の
が
不
審
で
あ
る
。

義
齋
十
餘
歳
に
し
て
雨
親
、
郎
ち
父
忠
嘉
に
も
別
れ
た
と
す
る
は
、
或
い
は
碑
文
撰
者
の
春
水
の
聞
き
誤
り
で
、
父
は
モ
ウ
少
し
長
命
で

あ
っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
又
、
此
寺
の
古
過
去
帳
と
言
う
の
は
、
そ
の
少
し
後
の
寛
延
頃
に
、
能
筆
細
字
を
能
く
し
た
住
持
（
或
い

は
傭
筆
7
.
）
に
依
っ
て
、
常
時
偲
え
ら
れ
た
、
年
次
別
の
古
い
過
去
帳
か
ら
整
理
網
羅
窮
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
時
、
若
し
や
脱
漏
し
た
様

な
事
も
考
え
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。

要
す
る
に
義
齋
は
雨
親
の
縁
に
は
薄
く
、
若
く
し
て
家
を
嗣
ぎ
、
幼
弟
（
後
出
の
愴
浪
）
を
育
て
銀
難
苦
努
し
、
廿
歳
の
時
、
鈴
木
貞

い
志
に
感
じ
、
敦
尊
懇
切
で
あ
っ
た
。
貞
齋
死
後
、
石
田
梅
巖
に
心
學
を
受
け
、
又
苦
學
し
、
遂

の
病
中
、
大
悟
す
る
所
あ
り
、
以
後
は
石
田
の
社
中
、
推
し
て
宿
薦
と
為
し
、
皆
弟
子
の
證
を
執
っ
だ
c)

偶
々

論
語
の
郷
黛
耀
を
讀
ん
で
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
、
従
来
の
學
を
捨
て
、
朱
子
學
を
瞑
攻
し
、
遂
に
大
成
し
、
多
く
の
門
人
を
延
き
、
そ
の

敦
う
る
や
課
程
を
作
り
、
克
＜
易
よ
り
難
に
導
く
と
言
っ
た
風
で
、
訓
化
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
又
家
を
治
む
る
こ
と
厳
正
で
、

だ
貧
し
か
っ
た
が
、
困
窮
を
救
清
す
る
と
言
う
風
で
、
近
隣
か
ら
愛
敬
を
受
け
化
服
し
た
。
貧
こ
在
っ
て
も
業
み
を
改
め
ず
、
文
雅
の
交

滸
廣
く
、
中
井
竹
山
、
履
軒
の
兄
弟
を
初
め
、
片
山
北
海
の
混
沌
肛
中
に
も
あ
り
、
木
村
恥
臥
堂
日
記
に
も
篠
田
徳
安
の
名
が
見
ら
れ
る
。

義
齋
は
寛
政
元
年
十
一
月
八
日
、
年
七
十
三
で
終
り
、
上
述
の
龍
淵
寺
に
葬
っ
た
。
安
禁
院
と
お
く
り
名
し
た
。
外
係
、
頼
山
陽
時
に

年
十
歳
。
門
人
は
多
か
っ
た
が
、
惜
し
く
も
名
偲
わ
ら
ず
、
石
州
津
和
野
藩
儒
、
山
口
純
賞
（
就
、
剛
珈
）
は
其
の
一
人
で
あ
る
。
初
妻
、

茂
川
氏
、
柳
女
、
三
子
を
生
ん
だ
が
皆
天
し
、
後
妻
、
京
島
氏
、
柔
女
、
三
女
を
生
み
、
長
女
は
夭
し
、
二
、
三
女
が
上
述
の
頼
と
尾
藤

に
嫁
し
た
。
柳
ち
男
子
が
無
か
っ
た
か
ら
、
弟
、
潅
浪
が
後
を
承
け
た
の
で
あ
る
。

義
齋
の
初
妻
識
川
氏
、
名
は
お
柳
、
琥
を
蘭
室
と
言
い
、
要
暦
七
年
四
月
九
日
、
舟
六
歳
で
夫
に
先
ん
じ
た
。
墓
は
龍
淵
寺
に
無
く
、

夕
陽
ヶ
丘
、
浄
春
寺
に
在
っ
て
、
門
人
山
口
純
賞
撰
の
碑
文
が
あ
る
。
其
の
文
に
依
る
と
、
自
分
の
生
ん
だ
三
女
子
が
皆
夭
死
し
、
自
分

ニ
四



二
五

も
病
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
嗣
の
紹
え
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
婢
を
妾
に
し
て
く
れ
と
、
夫
の
義
齋
に
請
う
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

紹
食
し
て
苦
諫
し
、
遂
に
容
れ
ら
れ
た
。
而
る
に
其
の
妾
も
間
も
無
く
死
ん
だ
の
で
、

知
っ
て
、
撰
者
純
質
に
、
後
妻
、
来
島
氏
の
事
を
遺
嘘
し
て
世
を
去
っ
た
旨
を
碑
文

お
柳
は
悲
哀
し
遂
に
病
を
得
、
再
び
起
た
ざ
る
を

い
て
お
る
。
庭
訓
正
し
い
醇
儒
の
家
で
は
一
種

の
悲
劇
的
挿
話
と
言
え
よ
う
。
こ
の
後
来
島
氏
お
柔
は
上
述
の
通
り
、
そ
の
所
生
の
二
女
が
育
っ
た
。
お
柔
は
責
に
文
豪
山
陽
の
外
組
母

に
常
る
。
お
柔
は
、
天
明
四
年
七
月
廿
一
日
に
終
っ
た
。
戒
名
、
流
室
妙
恵
信
女
。
年
齢
は
過
去
帳
に
も
記
述
な
く
、
何
書
に
も
出
て
お

ら
ず
、
頼
家
に
も
問
う
た
が
分
ら
ぬ
。
夫
義
齋
に
は
先
ん
じ
た
が
、
先
づ
夫
の
年
齢
か
ら
推
し
て
五
十
歳
以
上
位
に
は
至
っ
た
様
で
あ
る
。

此
後
妻
来
島
氏
の
墓
石
は
、
モ
ト
龍
淵
寺
に
無
か
っ
た
様
で
あ
る
。
ソ
シ
テ
義
齋
の
墓
石
に
は
側
、
背
イ
ヅ
コ
に
も
義
齋
の
歿
年
月
日

等
の
刻
字
無
く
し
て
、
こ
の
お
柳
の
歿
年
月
日
の
み
が
、
表
に
は
義
齋
墓
の
表
示
し
か
無
く
て
、
背
面
に
刻
さ
れ
て
お
る
。
大
方
、
義
齋

は
お
柳
の
墓
側
に
葬
っ
て
、
墓
表
に
は
義
齋
の
み
の
表
示
に
止
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
お
柳
が
先
死
ゆ
え
）
要
す
る
に
、
来
島
氏
お
柔

は
、
命
日
の
み
が
、
夫
義
齋
墓
の
背
面
に
あ
る
ば
か
り
で
、
名
の
表
示
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
上
述
の
通
り
、
こ
の
来
島
氏
お
柳
が
山

陽
の
外
祖
母
で
あ
る
か
ら
と
言
う
の
で
、
大
正
九
年
一
月
、
大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
學
校
、
六
の
花
會
の
痰
企
で
、
新
ら
し
い
一
碍
が
建

て
ら
れ
た
。
賓
に
美
わ
し
い
事
で
あ
る
。
そ
の
碍
に
は
肩
書
に
「
山
陽
先
生
祖
母
」
の
表
示
が
明
記
さ
れ
て
あ
る
。
穴
拾
い
で
あ
る
が
正

し
く
は
外
祖
母
で
あ
る
。

義
齋
の
弟
で
嗣
と
な
っ
た
愴
浪
、
名
は
孝
鍾
、
通
稲
剛
蔵
、
字
は
徳
安
（
義
齋
の
字
を
襲
名
）
琥
が
愴
浪
で
、
こ
の
人
は
又
瞥
を
兼
ね

た
。
碑
文
な
く
磯
誌
も
側
わ
ら
ず
、
行
宵
は
知
ら
れ
ぬ
が
、
二
女
あ
り
、
姉
は
赤
松
（
越
智
氏
）
累
、
名
、
文
平
、
琥
鴻
洲
（
又
、
高
洲
）

に
、
妹
禎
女
は
中
井
竹
山
の
男
、
懐
徳
書
院
敦
授
の
中
井
碩
果
（
名
、
曾
縮
）
に
媛
ぎ
、
禎
女
は
七
十
九
歳
の
長
命
で
、
安
政
六
年
終
っ

て
お
る
。
帳
女
は
山
陽
の
母
陸
子
の
従
妹
で
あ
り
、
静
子
が
山
陽
を
伴
っ
て
来
阪
中
は
相
往
来
し
、
時
に
は
、
親
子
共
、
そ
の
家
、
卯
ち

あ
る
。
愴
浪
は
、
寛
政
八
年
六
月
十
六
日
、
六
十
七
歳
で

書
院
内
の
中
井
方
に
止
宿
し
て
お
る
。
梅
｀
ゾ
夫
人
の
日
記
に
も
往
復
の

終
り
、
義
純
の
お
く
り
名
を
偲
え
て
お
る
。

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓



と
出
て
お
る
。
更
に
天
保
十

良
學
恭
齋
信
士
、
篠
田
重
治
郎
、

文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
梅
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
推
定
さ
れ
る
男
子

一
存
齋
先
生
」
と
其
の
歿
年
、
文
化
十
一
年
七
月
十
五
日
（
戒
名
、
巌
浄

麗
雲
居
士
）
に
依
っ
て
、
或
い
は
養
子
か
も
知
れ
ぬ
が
、
潅
浪
の
あ
と
を
嗣
い
だ
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
そ
の
年
齢
が
知
ら

れ
な
い
。
中
野
操
瞥
伯
珍
蔵
の
一
大
阪
馨
家
番
附
一
（
刊
年
次
の
記
載
は
な
い
が
内
容
か
ら
文
化
の
始
め
頃
と
推
定
さ
れ
る
）
に
、
東
方
、

行
司
、
五
名
中
、
第
二
人
目
に
篠
田
簡
徳
と
出
て
お
る
。
恐
ら
く
存
齋
で
、
又
簡
徳
名
（
祖
父
忠
嘉
）
を
襲
名
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
潅
浪
の
子
女
の
母
、
即
ち
愴
浪
の
妻
は
、
慈
室
磯
野
氏
と
し
て
墓
石
が
あ
る
。
文
化
二
年
十
月
四
日
死
、
戒
名
、
潤
屋
悪
幸
信

女
で
あ
る
。
こ
の
磯
野
氏
の
生
む
と
こ
ろ
の
二
女
が
、
前
記
赤
松
翼
（
越
智
文
乎
）
、
中
井
碩
果
の
二
人
に
嫁
ぎ
、

は
存
齋
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
龍
淵
寺
に
あ
る
篠
田
家
の
墓
石
は
、
以
上
の
義
齋
、
愴
浪
、
潅
浪
妻
磯
野
氏
、
存
齋
、
及
び
後
年
建
立
の
義
齋
後
妻
来
島
氏
と
、

所
を
異
に
す
る
夕
日
ケ
丘
、
浄
春
寺
に
義
齋
前
妻
蔑
川
氏
と
、
結
局
篠
田
家
墓
石
の
今
に
側
う
る
も
の
六
基
で
あ
る
。
勿
論
、
過
去
帳
に

は
、
叙
上
、
戒
名
を
拳
げ
た
外
、
牡
年
に
至
ら
ず
終
っ
た
幼
少
の
子
女
等
の
外
例
え
ば
閑
徳
一
類
、
篠
田
良
意
内
、
閑
應
家
来
等
の
名
が

見
え
る
が
、
そ
の
誰
れ
な
る
か
を
知
る
由
が
な
い
。

即
ち
篠
田
家
墓
石
は
存
齋
以
後
見
嘗
ら
ぬ
が
、
文
化
十
一
年
の
存
齋
の
歿
後
の
天
保
四
年
の
懐
徳
堂
義
金
人
名
中
に
、
篠
田
重
五
郎
の

名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
掲
、
涼
浪
の
女
禎
子
が
、
懐
徳
堂
敦
授
中
井
碩
果
に
嫁
い
だ
緑
で
、
親
族
と
し
て
、
若
干
、
出
資
し
た
こ
と

而
し
て
碩
果
の
女
婿
で
、
そ
の
死
後
、
懐
徳
書
院
敦
授
と
し
て
、
明
治
二
年
殷
校
迄
、
敦
授
の
業
を
承
緞
し
た
並
河
華
翁
（
初
銃
、
寒

泉
、
明
治
後
戸
籍
名
）
の
日
記
「
居
諸
録
」
に
依
る
と
、
天
保
七
年
十
二
月
廿
八
日
、
篠
田
亜
父
死
歿
の
記
事
が
あ
り
、
又
、
碩
果
妻
の

姪
（
甥
）
で
あ
る
と
附
記
が
あ
る
。
こ
れ
を
龍
淵
寺
の
過
去
帳
で
索
む
る
と
、
同
日
、

一歳。

の
中
井
家
親
族
書
に
、
常
時
、
篠
田
家
は
、
剛
蔵
ノ
悴
重
五
郎
、
先
年
、
死
去
死
紹
と
書
か
れ
て
あ
る
。

愴
浪
に
は
男
子
、
存
齋
と
言
う
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

二
六



文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
シ
梅
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
墓

お
る
こ
と
と
思
う
。

篠
田
家
菩
提
所
の
龍
淵
寺
は
、

二
七

こ
れ
ら
に
就
い
て
、
彼
此
勘
考
す
る
と
、
過
去
帳
の
重
治
郎
は
恐
ら
く
重
五
郎
の
書
き
誤
り
で
、
こ
れ
が
生
前
、
恭
齋
と
統
し
た
ら
し
く
、

又
、
天
保
七
年
、
廿
三
歳
死
の
重
五
郎
は
、
年
代
上
、
寛
政
八
年
死
の
涼
浪
の
子
で
は
あ
り
得
な
く
、
且
つ
居
諸
録
に
禎
女
の
甥
と
あ
る

か
ら
、
そ
の
父
は
、
帳
女
の
兄
弟
に
常
る
筈
で
、
こ
こ
に
重
五
郎
の
父
を
、
文
化
十
一
年
死
の
存
齋
そ
の
人
と
な
し
、
且
つ
此
存
齋
が
、

年
齢
不
明
な
る
も
、
治
浪
剛
蔵
の
子
で
あ
り
、
父
の
通
稲
剛
蔵
を
襲
名
し
た
と
思
わ
れ
、
即
ち
、
存
齋
は
、
諭
浪
の
女
、
禎
女
の
兄
か
弟

か
に
常
る
こ
と
と
な
る
。
結
局
、
篠
田
家
は
、
常
主
、
重
五
郎
恭
齋
が
、
天
保
七
年
廿
三
歳
死
歿
に
依
っ
て
死
紹
し
た
の
で
あ
る
。
戒
名
、

良
學
恭
齋
居
士
。
唯
こ
の
家
か
ら
出
た
、
中
井
碩
果
の
妻
、
禎
女
が
、
安
政
六
年
迄
長
命
し
、
篠
田
家
の
祭
祀
も
こ
の
禎
女
に
依
っ
て
僅

か
に
緞
が
れ
た
。
要
す
る
に
名
門
の
篠
田
家
の
血
統
は
男
系
紹
え
、
中
井
碩
果
妻
頼
子
、
郁
ち
こ
の
女
性
の
生
む
と
こ
ろ
の
長
女
、
大
阪

斑
島
瞥
小
笠
原
孝
治
妻
、
歳
（
オ
サ
）
女
、
四
女
が
上
出
の
並
河
華
翁
妻
歌
女
（
子
は
早
世
）
七
女
が
、
備
後
幅
山
の
儒
瞥
で
の
ち
大
阪

住
笹
脇
正
元
凄
梅
野
、
（
男
正
彦
）
、
八
女
の
し
ん
が
京
儒
習
並
河
尚
敦
（
華
翁
の
本
家
）
に
嫁
し
、
外
に
頼
と
尾
藤
に
、
こ
れ
も
女
系
を

以
て
他
え
て
お
る
の
で
あ
る
。

基
が
重
建
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
コ
ト
に
奇
特
事
で

以
上
の
通
、
飯
岡
篠
田
家
は
明
ら
か
に
、
今
か
ら
百
二
三
十
年
前
、
既
に
子
孫
断
紹
し
、
墓
も
無
緑
と
な
っ
た
。
唯
そ
の
間
、
大
正
九

年
、
市
岡
高
女
の
篤
志
に
依
り
、
山
陽
が
外
孫
の
線
で
、
外
祖
母
来
島
氏
羞
の

あ
る
。

い
全
寺
宇
が
戦
災
を
免
れ
た
。
近
年
、
寺
域
の
東
方
一
部
が
道
路
編
入
の
為
め
、
墓
地
の
整
理
を
豫

儀
な
く
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
機
會
に
、
現
住
鶴
見
師
の
厚
意
で
、
篠
田
家
墓
碑
は
、
義
齋
、
涼
浪
以
下
の
敷
基
が
、
今
、
浄
域
に
、
整
頓
重

い
、
兒
孫
な
き
篠
田
家
の
先
肇
達
も
憮
か
し
地
下
に
瞑
し
て

建
せ
ら
れ
て
お
る
。
前
年
の
市
岡
高
女
の
篤
志
と
言
い
、
又
こ
の
厚
遇

追

記前
文
、
義
齋
の
妻
、
来
島
氏
柔
子
の
墓
石
が
頼
山
陽
の
祖
母
（
梅
シ
夫
人
の
母
）
で
あ
る
の
故
を
以
て
、
大
正
年
間
、
大
阪
市
岡
高
女



文
豪
頼
山
陽
の
賢
母
静
子
悔
シ
夫
人
の
実
家
篠
田
家
の
臨

の
有
志
に
依
っ
て
新
た
に
墓
石
が
建
て
ら
れ
（
そ
れ
迄
墓
石
が
無
か
っ
た
）
、
祖
母
な
る
こ
と
も
表
示
せ
ら
れ
た
る
に
、

山
陽
の
外
祖
父
と
言
う
表
彰
が
無
い
こ
と
を
記
し
た
。
何
と
か
刻
文
を
補
足
し
た
い
も
の
と
思
っ
た
が
、
篠
田
家
に
最
も
縁
の
深
か
っ
た

懐
應
堂
中
井
家
（
木
菟
謄
、
昭
和
十
九
死
、
八
十
九
歳
、
妹
、
終
子
嗣
ぎ
昭
和
舟
死
、
七
十
九
歳
）
は
、
兄
妹
が
明
治
廿
年
頃
、
カ
ト
リ

ッ
ク
敦
に
入
っ
て
信
敦
の
上
か
ら
姿
ら
ず
嫁
が
ず
し
て
血
統
を
紹
ち
（
養
子
東
京
に
在
り
）
中
井
に
絞
く
京
儒
並
河
家
は
常
主
な
お
修
學

の
身
で
、
血
統
を
引
く
者
に
は
相
談
相
手
も
な
い
の
で
、
あ
る
機
會
に
、
中
井
も
と
大
阪
市
長
光
次
氏
に
一
部
始
終
を
語
っ
た
虞
、
氏
は

個
人
と
し
て
快
く
そ
の
資
を
助
け
ら
れ
、
義
齋
の
墓
の
側
背
に
も
追
刻
す
る
を
得
、
併
せ
て
過
去
帳
に
依
っ
て
義
齋
の
弟
、
淮
浪
に
も
歿

年
齢
六
十
七
歳
を
補
刻
し
、
更
に
寺
側
の
意
見
を
汲
ん
で
、
義
齋
夫
妻
、
泊
浪
夫
妻
と
、
昭
穆
の
序
列
を
正
す
こ
と
が
出
来
た
。

中
井
市
長
の
家
は
、
懐
應
堂
の
中
井
と
は
、
偶
然
同
姓
で
は
あ
る
が
何
ら
緑
は
無
く
、
伊
豆
三
島
の
古
い
儒
瞥
の
家
、
杉
原
姓
で
、
五

畿
内
志
の
著
者
、
並
河
誠
所
が
晩
年
、
三
島
に
卜
居
の
際
、
市
長
の
先
、
知
徳
（
琥
孝
庵
、
賓
暦
十
三
死
、
五
十
七
歳
）
は
土
地
の
同
學

と
し
て
誠
所
を
支
援
し
業
を
受
け
（
そ
の
前
、
知
徳
は
五
畿
内
誌
の
校
者
と
も
な
っ
て
お
る
）
爾
後
、
誠
所
（
三
島
に
て
死
）
ー
京
儒

瞥
、
並
河
諒
齋
（
名
、
尚
友
）
ー
ー
ー
同
任
齋
（
名
、
尚
美
）
の
三
代
に
亘
り
、
中
井
家
も
知
徳
|
ー
ー
知
信
（
慰
庵
、
天
明
六
死
、
五
十
四

歳
）
知
備
（
恒
庵
、
文
政
四
死
、
杉
田
玄
白
と
交
滞
あ
り
）
と
三
世

り
、
世
々
上
京
、
並
河
整
學
塾
に
遊
學
し
、
在
塾
中
、
同

遊
の
弟
二
名
の
客
死
者
も
あ
り
（
墓
は
京
清
水
の
奥
、
清
閑
寺
に
現
存
）
且
つ
、
中
井
市
長
の
家
が
、
篠
田
家
と
同
じ
儒
瞥
の
蒋
家
の
縁

で
、
こ
れ
が
賛
同
を
得
た
の
で
あ
る
。

ニ
八

義
齋
の
墓
石
に




